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高
齢
者
と
熱
中
症

　

室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
作
業
や
運
動
を
す
る
と
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温

の
調
整
が
働
か
な
く
な
り
、
体
温
上
昇
、
め
ま
い
、
体

が
だ
る
い
な
ど
熱
中
症
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
自
覚
が
な
く
熱

中
症
に
な
る
危
険
性
が
高
い
で
す
。

①
体
内
の
水
分
不
足
…
高
齢
者
は
若
年
者
よ
り
も
体
内

の
水
分
量
が
少
な
い

②
感
覚
機
能
の
低
下
…
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
に
対
す
る

感
覚
が
鈍
く
な
る

③
体
の
調
整
機
能
の
低
下
…
体
に
熱
が
た
ま
り
や
す
い

◆
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
室
温
が
28
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
、
部
屋
の
温
度
、

風
通
し
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

・
１
日
に
１
・
５
リ
ッ
ト
ル
以
上
（
食
事
以
外
で
）
水
分

を
摂
取
で
き
る
よ
う
に
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る
。

・
寝
る
前
に
枕
元
に
水
分
を
置
い
て
お
く
。

・
暑
い
日
中
の
外
出
は
控
え
、
外
出
す
る
と
き
は
涼
し

い
服
装
で
、
直
射
日
光
に
あ
た
ら
な
い
。

　

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
高
齢
者
で
す
。「
暑

さ
に
強
い
か
ら
、
室
内
に
い
る
か
ら
」
と
い
っ
た
認
識

で
い
る
と
熱
中
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
熱
中
症
対
策

に
は
、
水
分
補
給
と
涼
し
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
で
す
。

8
月
の
新
刊

◆
十
津
川
直
子
の
事
件
簿
／
西
村　

京
太
郎

◆
ハ
ー
バ
ー
ド
白
熱
日
本
史
教
室
／
北
川　

智
子

◆
上
昇
思
考
／
長
友　

佑
都

◆
夜
の
国
の
ク
ー
パ
ー
／
伊
坂　

幸
太
郎

◆
岳
飛
伝　

１
／
北
方　

謙
三

◆
光
／
道
尾　

秀
介

◆
も
も
こ
の
ま
ん
ね
ん
日
記　

２
０
１
２

／
さ
く
ら　

も
も
こ

◆
魔
境
の
女
王
陛
下
／
田
中　

芳
樹

※
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

日時　　8 月 7 日㊋　17 時 30 分
場所　　文化センター２階
　　　　ふれあい展示室
小学生から大人まで楽しめるおはなし
かい。暑い夏の一日、こわいおはなし
を聞きにきませんか。

8月のふるさとライブラリー

○開館時間　9 時 30 分～ 19 時
○休館日　　8 月 31 日㊎

こわいおはなしかい
　

６
月
20
日
の
大
溝
分
館
を
皮
切
り
に
、
９
地
区
の
分

館
で
地
域
住
民
を
対
象
に
青
少
年
健
全
育
成
事
業
を
行

い
ま
す
。
啓
発
映
画
「
ケ
ー
タ
イ
ト
ラ
ブ
ル
」
を
見
た

後
、
北
伊
予
小
・
中
学
校
の
先
生
か
ら
講
話
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
地
区
で
の
校
長
先
生
の
講
話
で
は
「
こ
と
ば

の
ち
か
ら
」と
題
し
て
三
行
詩
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　
「『
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
』
門
に
立
っ
て
送
り
出
す

　

で
も
、
す
ぐ
に
家
に
は
入
ら
な
い

　

あ
の
角
で
あ
な
た
が
も
う
一
度
、
振
り
返
る
の
を　

　

知
っ
て
い
る
か
ら
」

　

こ
の
光
景
、
胸
に
ジ
ー
ン
と
き
ま
せ
ん
か
？　

と
こ

ろ
で
、
校
長
先
生
と
教
頭
先
生
の
間
で
、
こ
の
関
係
は

「
親
と
子
」
そ
れ
と
も
「
夫
と
妻
」
か
意
見
が
分
か
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
、
ど
ち
ら
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

6
月
28
日
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
お
か
だ
っ
子
広

場
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
活
動
内
容
は
七
夕
飾
り
。
そ
の
後
、
出
来

上
が
っ
た
笹
飾
り
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
で
す
。
前
列

は
も
ち
ろ
ん
、
岡
田
小
学
校
の
１
・
２
年
生
34
人
。
そ
の

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
の
は
、
保
護
者
・
地
域
実
行

委
員
会
（
写
真
）・
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
安
全
管
理

員
・
社
会
教
育
課
の
皆
さ
ん
で
す
。
こ
の
よ
う
に
多
く

の
人
々
の
協
力
を
得
て
、
安
心
・
安
全
の
場
で
活
動
が

展
開
で
き
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
寄
せ
る
地
域
の
思
い
が
、
ず
っ
と
続

い
て
い
き
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
、
短
冊
に
書
か
れ
た
た

く
さ
ん
の
願
い
が
、
一
つ
で
も
多
く
叶
え
ら
れ
ま
す
よ

う
に
。

お
か
だ
っ
子
広
場

　

6
月
13
日
、
松
前
校
区
青
少
年
育
成
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
研
修
で
は
、
伊
予
警
察
署
生
活
安
全
課

の
宮
本
孝
子
さ
ん
に「
子
ど
も
の
非
行
防
止
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

「
非
行
に
な
ら
な
い
子
の
特
長
」
4
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　

①
長
く
打
ち
込
む
活
動
を
し
て
い
る
子
（
部
活
・
趣

味
な
ど
）
②
目
標
と
目
標
達
成
意
欲
を
も
っ
て
い
る
子

（
○
○
大
会
で
入
賞
す
る
な
ど
）
③
親
へ
の
愛
着
・
愛

情
を
も
っ
て
い
る
子
（
家
族
の
力
）
④
よ
い
自
己
概
念
・

イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
る
子
（
地
域
の
人
か
ら
も
自
分

も
・
地
域
の
活
動
に
巻
き
込
む
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
）

　

参
加
者
は
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
講
話
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

夜をぶっとばせ
井上 荒野 著 / 朝日新聞出版

置かれた場所で咲きなさい
渡辺 和子 著 / 幻冬舎

どんな花でも咲けない日があります。
その時は、根を下へ下へと降ろしま
しょう。辛い日々 も笑える日につながっ
ているのです…。ノートルダム清心学
園理事長が和らぎの言葉を紹介。

はなかっぱは、自分とそっくりな男の
子、はねかっぱのはねろうに出会い、
友だちになりました。二人は、ピンチ
におちいった、はねかっぱの村を救
うことができるのでしょうか…。

ねこざかなのすいか
わたなべ ゆういち 作・絵 /
フレーベル館

はなかっぱとはねかっぱ
あきやま ただし 作・ 絵 /
メディアファクトリー　

ねこざかなが海辺で遊んでいると、
大きなスイカが流れてきました。か
ばの親子と一緒にスイカをパカッと
割って、食べ終えたそのとき…！？
とびだすしかけ絵本。

どうしたら夫と結婚せずにすんだの
だろう。「思い切ったこと」がしたく
なったある夜、ネットの掲示板に書
き込んだことで、たまきの日々は「何
かが決定的に」変わりはじめる…。
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